
学の分野でも注目を浴びている新しいホルモンで

ある｡本共同研究では,霊長塀におけるインヒビ

ンの分泌動態を明らかにする目的で,日本ザルの

各種生理的状態下における血中インヒビン濃度を

測定した｡共同研究は進行中であるが,現在まで

に得られた成果は以下のごとくである｡

1.インヒビン微量.測定法 (RIA)の開発

本学で開発した牛インヒビンのRIA系を応用

して,日本ザルの卵巣及び精巣抽出物並びに雌雄

成熟日本ザルの抹消血の免疫学的交叉反応性を調

べた｡その結果,いずれの試料を用いても,牛イ

ンヒビンと日本ザルインヒビンは用量依存性の反

応を示す事実が明らかとなった｡このRIA系を用

いると雌雄成熟日本ザルの抹消血50FLBを用いて

インヒビンの判定が可能である｡

2.苅体形成ホルモン (LH)及び卵胞刺激ホル

モン (FSH)の′RIA系の開発

ワシントン条約の規制により,米国からのサル

LH及びFSHのRJAキットの入手が困難であるこ

とから,-テロの糸を応用して,日本ザルのLH

とFSHのRJAの開発を試みた｡その結果,L-

H,FSH共に,標識抗原と標準品はラット 抗体

は抗羊血清を用いることにより,血清200JJBで

感度良く測定可能な方法を確立した｡

3.各種生理的状態下における雌日本ザルの血中

インヒビン,LH,FSHプロゲステロン (P)及

びェストラジオール (E2)の変動

上記1及び2の方法並びにすでに確立してある

PとE2のRJA法を用いて.繁殖季節及び非繁殖

季節.妊娠期間中の抹消血中各種ホルモン濃度を

測定し,解析中である｡現在までのところ,雌日

本ザルでは,ヒトと規似して,卵胞顎粒層細胞,

試体細胞及び胎盤がインヒビンを分泌する事実が

明らかになった｡平成2年度以降は,他のホルモ

ン分泌との関連性を更に追究する予定である｡

題長頬の外部生殖器に関する形態学的研究

波速 毅(椙山女学園大学･人間関係学部)

マカカ属のサルたちの精巣サイズを中心に研究

を進めた｡今回は,継続的におこなっている高崎

山生息ニホンザルの調査 (精巣サイズの成長を横

断的方法により分析),幸島生息ニホンザルの調

悲 (成長様式の時代的変化に焦点をあわせて分

析),さらに科学研究費補助金 ･海外学術調査(代

表老 :野浮謙教授)によりモーリシャス島生息の

カニクイザルの調査をおこなってデータを蓄横し

た｡

従来からおこなってきたスラウェシ島生息の7

種のマカク,インド産アカゲザル,中国産アカゲ

ザル,スマトラ島生息のブタオザル,日本各地生

息のニホンザルに関する精巣サイズの比較分析を

進行中であるが,昨年度に示した結果に新たな知

見を加えると,以下のことが言える｡

カニクイザルグループの中では,体重に対する

精巣サイズがカニクイザルでもっとも大きく,ア

カゲザル,ニホンザルの順となる｡ニホンザルで

は,成長の速度が地域群によって異なり,幸島で

は,著しい成長遅延が認められた｡精巣の発育状

況,歯牙の萌出時季が遅滞している｡これらの詳

細は今後論文として公表していく予定である｡

マカカ属の性的二型の見られる形葱の社会交渉に

おける機能

榎本 知郎 (東海大)

性的二塾の進化塩橋の仮説である性淘汰説を検

証するために,性的二塾の著しい諸形態が,両性

間の交渉の場でどのような機能をもつのか検討し

た｡マカカ属のうち比較的研究の進んでいない,

ボンネットザル,タイワンザルの飼育集団の行動

観察と.べニガオザル,アッサムザルのベア出合

わせを行った｡一連の行動は,昨年度の行動観察

から得られたエソグラムを使用し,チェックシー

トを併用した記号記入法で記録した｡

行動記録はあらゆる局面にわたっているが.今

回とくに分析の対象にしたのは,オスのベニスの

勃起の状況,交尾にいたる過程でオスがメスに対

してとる行動の琉能,メスの性皮の呈示行動の見

られるコンテクストである｡これら4種のマカク

の性交渉に見られる行動のうち,たとえばリップ

スマヅキングはいずれの種においても顕著に認め

られる行動であるが,歯のむき出し方.歯のなら

し方,舌の使い方が,種によって,あるいはコン

テクストによって異なっていた｡また,メスの性

皮の呈示行動は,頭を下げる型と下げない型があ

るが,タイワンザルでは,性的な誘い効果のほか

に,オスの攻撃を防ぐ効果が比較的顕著に認めら

れた｡

そのほか,相手の体をつかむ行動など,いくつ
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